
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立与野西中学校 ）     学校番号 ２４６                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 「心豊かな生徒」「自ら学ぶ生徒」「自己実現を目指す生徒」        

目 指 す 学 校 像 〇希望の登校 〇笑顔の活動 〇満足の下校         
          

重 点 目 標 

１ 学力の定着・向上を目指した授業の工夫・改善 

２ 信頼関係に立った生徒指導の充実と、    ３ きめ細やかな指導をとおした心豊かな生徒の育成 

４ 安全・安心で心潤う教育環境づくり 

５ 保護者や地域等との連携協力の推進 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

『学びの質の向上に関する取組』 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、全国市平均と比べ概ね良好な結果である。 

○タブレットを活用した課題解決学習（調査・整

理・まとめ・プレゼンテーション）に対し、意

欲的に取り組む生徒が多い。 

〈課題〉 

〇家庭学習の習慣が十分に身に付いていない生徒

や計画的な学習を苦手とする生徒が多い。 

〇生徒用端末及びソフトの入れ替えに伴い、タブ

レット有効活用について、研究・実践する必要

がある。 

〇「資質・能力ベース」で生徒の学びを育てる視

点で、カリキュラムマネジメントを推進する必

要がある。 

・教職員の相

互授業参観 

 

・学びの指標

アンケート 

 

 

・カリキュ

ラムマネ

ジメント 

①学びの指標アンケートの4項目（主体的・探究的・ ICT・基礎）につ

いて目標値を設定し、学期ごとに評価・改善の機会を持続可能な

質の高い教育を進め、さらなる学力の向上に向けて授業改善を図る。 

②生活目標「礼を正し、場を浄め、時を守る」を、日々の授業の中で常に意識

させるよう声掛け等を行う。また、今年度は、「時と場に応じた気持ちの伝わ

る挨拶・言葉遣いの励行」を重点とし、与野西中に関わる人々のよりよい人

間関係作りを目指す 

③個別最適な学びと協働的な学びの充実を目指し、ICT 機器を活用した

自習時間や家庭学習の充実、学び合いの場の充実、個々の生徒が自律

的・主体的に学習に取り組む「自由進度学習」の実施等について更な

る取組を進める。 

⑤令和 9 年度に向けたカリキュラムマネジメント（教育課程の実施・評

価・改善・編成）の推進を図るため、教育課程検討委員会・教科部会等

等を計画的に実施する。 

〇学び指標のアンケートの全教
員の平均値を、1 学期に比べ
0.2ポイント上昇させる。（昨
年度の 1学期 3.30ポイント） 

〇学校自己評価に係る生徒アン
ケート「気持ちの伝わる挨拶が
できている。」の肯定的回答の
割合が９０％（新規）以上とな
るようにする。 
〇学校評価生徒アンケート「授
業規律の項目について肯定的
な回答が昨年度を上回る。
（昨年度 85％） 

〇生徒に育みたい資質能力等に

ついて明確化を図り、それを

基にしたＲ９カリマネデザイ

ンマップを作成する。 
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『心のサポート・心の安心に関する取組』 
〈現状〉 
〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行
くのが楽しい」の質問に肯定的な回答をした生
徒の割合は、全国、市平均を上回っている。 

〇心に不安を抱えている生徒が多くみられ、個々
に応じたケアが必要である。 

〈課題〉 
〇生徒一人ひとりの状況を的確に把握し、適切な
タイミングで組織的に支援・相談していくこと
が必要である。 

〇特に、信頼他者の低い生徒の割合がやや多い。 
〇インターネット（SNS 等）による誹謗中傷、事実
無根の書き込み等、生徒の安心が脅かされてい
る。 

・ 生 徒 指
導・教育
相談体制
の教化 

 
・早期発見
見守り体
制の強化 

 
 
・誰一人取
り残さな
い教育の
推進 

①目指す学校像の実現の視点から「生徒指導・教育相談体制」について
の評価・改善を、部会等を中心に実施するとともに、「適切ないじめ
対応」をテーマに小・中合同研修会を設定し、小・中一貫教育の視点
からいじめ対応力等の強化を図る 

②おはようメーター等のスクールダッシュボードのさらなる充実を図
り、タブレット端末を活用して生徒指導や教育相談部会、生徒との面
談等の記録を蓄積し、生徒一人ひとりの状況を継続的に把握する。 

③本校の独自アンケートや日々の行動観察による適切な生徒面談及び校
内や家庭との迅速・正確・確実な情報共有の徹底を図る 

④通級指導教室の効果的活用を推進し、生徒の困り感を解消する。 
⑤さわやか相談室・Sola ルームの機能強化（学習保障・ソーシャルスキ
ルトレーニング・コミュニケーションツールとしての各クラスの
Teams の活用等）による「誰一人取り残さない」体制強化を図る。 

〇小・中合同研修会を確実に実
施する。 

〇「生徒指導・教育相談体制」
の強化に向けた具体的改善策
の策定（２つ以上）する。 

〇学校自己評価に係る生徒アン
ケ ート「 穏やかな 雰囲 気
（心）で学校生活が送れてい
る」の肯定的な回答の割合が
88%（昨年度８９%）以上にと
なるようにする。 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

。 
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『開かれた学校に関する取組』 
〈現状〉 
〇昨年度も、学校運営協議会での話し合いの内容
を確実に実行し、地域や家庭と一体となった
数々の取組を行うことができた。地域の方々の
本校への愛情の深さを常日頃から感じている。
学校運営協議会では、常に、自ら課題を見出
し、協働して解決し、さらに生徒を地域全体で
育てていくことを確認している。 

〈課題〉 
〇「生徒の学校運営協議会への参画」を通した学
校運営協議会の更なる充実が求められている。 

今年度も、昨年度の実践を生かし、さらに多くの
地域の方々のプロジェクト参加を促していきた
い。より一層、学校・家庭・地域が一体となっ
た実践を熟議によって決定・実行していく。望
ましい生徒の姿や学校に期待することを、家
庭・地域・企業などに広め、地域に住み、地域
に集う全ての人々と共有できるようにする。 

 
・地域ぐるみ
で子どもを
育てるため
の具体策の
発案と実践 

 
・生徒自ら
地域や社
会に貢献
できるこ 
を考え、 
実践する 
力の育成 

 
 

 

①コミュニティ・スクールを更に進め、地域に根差し、地域とともに成

長する学校にしていくため、「生徒の参画する学校運営協議会与野西

中モデル」の策定（令和９年度実施を目指す） 

②学校運営協議会を核として学校・地域・保護者が協働して継続的に子

どもを育てる体制を強化していく。 

地域との連携を基盤とした体験活動を充実させることで、 

①社会参画意識の向上を図る。 

②地域の一員としての自覚を育てる。 

③主体的に社会に関わろうとする態度を育成する。 

A 地域の清掃ボランティア活動 B 夏祭りの中学生神輿 C 地域の避難場所運営

訓練において生徒による普及活動 D 安全マップティッシュを生徒が与野本町駅前

で地域の方に配布 E 地域の催しものへ参加（自治会主催運動会ボランティア、自

治会主催のお祭りボランティア、バラ祭り吹奏楽部等） 

〇保護者アンケート「保護者や

地域の協力による教育活動の

推進」の項目に対し、肯定的

意見が 89％の肯定的な回答､A

評価28%以上になる。（昨年度

肯定的意見 87％､A評価 26%） 

 

〇教職員アンケートで、「地域

の方々と接する機会を多く持

ち活動ができたか」の項目に

対し、A 評価が 33％以上にな

ることができる。（昨年度

28％） 
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『教育環境の整備に関する取組』 
〈現状〉 
○ここ数年、生徒主体の安全教育に重点を置き、
生徒が常に安全な生活のための様々な活動に取
り組んでいるため、災害や危険行為や危険場所
に対する意識が高まっている。 

〈課題〉 
〇教職員による施設設備の安全点検を確実に行う
だけでなく、生徒が自ら危険を予測したり、回
避したりする力をさらに育んでいく。 

〇市の動きを踏まえた、校内の集金体制の見直し
が求められている 

 

・安全点検等
の確実な実
施 

 
・生徒の主体
性を生かし
た教育環境
整備 

 

 

① 職員による安全点検を確実に実施し、迅速な修繕と危険個所等への対

応を確実に見届ける。安心・安全な集金体制の再構築 

② 生徒の主体性を生かした教育環境整備 

（施設）学校生活で不便なところをタブレット上の電子目安箱等を使い

で洗い出し、クラスや全体で話し合いを重ねることで生徒目線

の改善を図っていく。要望に対し、予算だてをしていく。 

（SNＳ等）上の個人情報漏洩や誹謗中傷等の未然防止を生徒会役員や学

級委員を中心に、生徒自らの手で行い、自ら解決していく 

（エージェンシー）の育成に取り組む 

〇教職員アンケート「毎月の安
全点検が確実に実施され、対
応＜修理・修繕＞（新規）に
もながっている。」で肯定的
回答 90％以上になる。 

〇Ｒ９集金体制が確立 
〇学校評価生徒アンケート「生
徒が自分たちの力で学校の環
境整備に取り組んでいる」
（新規）について肯定的な意
見が 80％以上になる。 

 

 
 

 

 

 
  

 

 。 
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『教職員の資質向上に関する取組』 

『働き方改革についての取組』 

〈現状〉 

○アクティブ・ラーニング型授業の実施につ

いて、定着が図られつつある。 

〈課題〉 

○生徒の端末入れ替えに伴い、教職員が授業

で効果的にＩＣＴ活用が図れるよう、研修

が必要である。 

○働き方改革マスタープランに基づく取組

（業務量を適切に把握し、健康を確保しつ

つ教育の質を維持向上させる）の推進が強

く求められている。 

 
・教職員一人 
ひとりが働 
きがいを持
ち、キャリ 
アアップで 
きる環境整 
備 

 
・働き方改革 

①当初面談で、キャリアパスポートに基づいたスキルを明確化し、全

教職員の自己評価シートにスキルアップ・キャリアアップ項目を明

記させ、年３回の人事評価面談で、達成状況や進捗状況を確認

する。  

②教職員の指導力・資質向上に向け、教職員同士が「見て、見せ

て」を合言葉にした「教職員による相互授業参観 」及び「 ICTの効

果的活用法に関する校内研修 」、「意図的なOJT」等を推進する

。  

③さいたま市立学校における働き方改革マスタープランについてそ

の内容の共通理解 （現状分析 ）の上、「勤務時間外在校時間に

基づく面談」「適正な勤務時間の割り振り変更」「休暇取得の推

進」「各教職員ごとの定時退校日の設定」について重点項目とし

て実施する。  

〇年 3 回の人事評価面談を実施
する。 

〇年間 2回の授業公開・年間 3回
の授業観察・交流を実施す
る。 

〇学び指標のアンケートの全教
員の平均値を、1 学期に比べ
0.2ポイント上昇させる。（昨
年度の 1学期 3.30ポイント） 

 
〇学校評価職員アンケートで
「（昨年度に比べ）業務負担
軽減や事務の効率化図られて
いると思う」（教職員）の項
目で、肯定的回答が７３％以
上になる。 

 

 

 

 

 

 



 


